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※第２次諫早市総合計画の政策・施策体系にもとづき整理したもの。 
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《 事 業 主 体 》

《 事 業 期 間 》

《 事 業 内 容 》

当 初 予 算 事 業 費 422,347千円

６ 月 補 正 事 業 費 21,964千円

１２月補 正事 業費 79,076千円

（財源内訳） 75,100千円

3,976千円

Ｒ２債務 負担 行為 120,924千円

（5款－1項－3目－（仮称）子ども・子育て総合センター整備事業）

平成２８年度
・保留床特定分譲申込

当初予算
・開設準備
（保留床取得）
６月補正
・開設準備
（内装設計、管理組
　合負担金）

・開設準備
（内装工事、工事監
　理業務）

・開設準備
（内装工事、工事監理業
　務、管理組合負担金、
　備品購入等）
・供用開始

　妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目ない支援体制を構築するとともに、幼児健診等
を交通の便が良い中心市街地で実施できることにより、市民にとって利便性の向上が見込ま
れる。

健康福祉部　健康福祉センター

地方債

一般財源

３０年度以前
元年度

２年度
現計予算 １２月補正

【輝くひとづくり】　◎健やかなひとづくり

　令和元年９月に取得した栄町東西街区市街地再開発事業の西街区保留床に、内装工事を
行ったうえで、(仮称)子ども・子育て総合センターを設置し、妊娠期から子育て期にわたる
までの切れ目ない総合的な子育て支援の実施を図る。

諫早市

令和元年度～令和２年度

(仮称)子ども・子育て総合センターの開所に向け、内装工事及び工
事に伴う監理業務を行う。
・場　　所　　諫早市栄町８０番（西街区）
・施工対象　　専有床面積　1,087.56㎡

（仮称）子ども・子育て総合センター整備事業

これまでの経緯及び目的

事 業 概 要

年 度 別 事 業 内 容

事 業 担 当 課

事 業 費

総 合 計 画 の 位 置 付 け

事 業 実 施 に よ る 効 果
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《 事 業 主 体 》

《 事 業 期 間 》

《 事 業 内 容 》

１２月補 正事 業費 2,000千円

（財源内訳） 2,000千円

3,000千円

東京２０２０オリンピック聖火リレーの本市実施分に係る周知及
び警備等を行う。

諫早市、東京２０２０オリンピック聖火リレー長崎県実行委員会

　東京２０２０オリンピック聖火リレーが、令和２年５月８日に本市で実施されることが
決定したため、運営の安全面を確保するとともに、市民のオリンピックへの機運を高め、
本市のスポーツの普及・振興を図る。

令和元年度～令和２年度

【輝くひとづくり】　◎こころ豊かなひとづくり

政策振興部　スポーツ振興課

（3款－3項－1目－スポーツ普及事業）

　東京２０２０オリンピック開催に向けた機運上昇が見込まれ、本市のスポーツの普及・
振興を図られる。

一般財源

元年度

１２月補正

・横断幕・のぼり旗・手旗等作製
・周知看板作製

２年度

・安全確保資機材設置
・警備業務　等

Ｒ元～Ｒ２債務負担行為

東京２０２０オリンピック聖火リレー実施事業 《新規》

これまでの経緯及び目的

事 業 概 要

年 度 別 事 業 内 容

事 業 担 当 課

事 業 費

総 合 計画 の 位置 付け

事 業 実 施 に よ る 効 果
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《 事 業 主 体 》

《 事 業 期 間 》

《 事 業 内 容 》

・総事業費　１７，２７０千円

・補助基準額（上限額）　７，７３０千円/１施設

１２月補 正事 業費 15,430千円

（財源内訳） 15,430千円

（6款－2項－4目－介護施設等整備事業）

　　健康福祉部　高齢介護課

元年度

１２月補正

○非常用自家発電設備の整備
・認知症高齢者グループホーム　２事業所

国庫支出金

　高齢者施設に非常用自家発電設備を整備することで、高齢者等のより安全・安心な施設利
用が図られる。

○非常用自家発電設備の整備
・認知症高齢者グループホーム　１事業所
　※元年度繰越事業

２年度

有限会社五葉会ほか１法人

　高齢者施設には、人工呼吸器・酸素療法・喀痰吸引等の機器が必要な方も入所されてお
り、大規模停電等により生命をおびやかす事態が想定されることから、非常用自家発電設備
の整備を支援することで施設入所者等の安全・安心の確保を図る。

令和元年度～令和２年度

【魅力あるまちづくり】　◎安心なまちづくり

非常用自家発電設備を整備する認知症高齢者グループホームに対
し、その整備費の一部を助成する。

高齢者施設非常用自家発電設備整備事業《新規》（繰越事業）

これまでの経緯及び目的

事 業 概 要

年 度 別 事 業 内 容

事 業 担 当 課

事 業 費

総 合 計 画 の 位 置 付 け

事 業 実 施 に よ る 効 果
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１　建設関係

（１）海岸保全施設整備事業

事業費 市負担金 事業期間

12,000 840
新規
Ｒ1～Ｒ2

（２）急傾斜地崩壊対策事業

事業費 市負担金 事業期間

2,750 550
継続
Ｈ24～Ｒ1

※建設関係合計 事業費 14,750千円　市負担金 1,390千円

項　　目

農林水産関係　計

建設関係　計

現計予算

１２月補正

合　　計

（単位：千円）

事業名 施行内容

県営急傾斜地崩壊対策事業
（岩ノ口(２)地区）

法枠工

負担割合（％）

99,906

２　令和元年度 県営事業市負担金 合計

990,159 162,223 16.4

14,750

654,027

1,390

15.4

9.4

県営海岸保全施設整備事業
（船津海岸）

施行内容事業名

突堤工（調査・設計）

98,516

（単位：千円）

1,644,186 262,129 15.9

（単位：千円）
事業費合計 市負担金合計

15.3

639,277

県営事業市負担金一覧表
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